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〇検討・議論の流れ

（２）現状と将来の課題を考える

・地区特性やこれまでの検討・整備状況等から、大谷・
小鹿地区の「今」を理解する

（４）まちづくりの戦略を立てる

（３）目指すべきまちの姿を描く

（５）まちづくりのメニューを考える

「大谷・小鹿地区将来ビジョン」策定

・目指すまちの姿の実現に向け、どのようにまちづく
りを進めるかについて検討する

（１）大谷・小鹿地区の現状を知る

R
4

・地区の現状を踏まえて、課題を整理する
・地区のSWOT（強み、弱み、機会、脅威）を抽出する

R
5

・まちづくりの方針を定め目指すまちの姿を検討する

・課題解決に向けた具体的なアクションを検討する
・だれがいつまでに何をどのように行うかを整理する
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今回の内容

（１）第2回検討会議・ワークショップの振り返り

第1回検討会議（R4. 7.14）

第２回検討会議（R4.10.27）

：大谷・小鹿地区の地区特性の把握

：検討経緯、社会的背景の理解

第２回検討会議（R4.10.27） ：4つの視点、課題意見出し（WS）

第３回検討会議（R4.1２. 8） ：課題整理（コミュニティ・モビリティ）

第４回検討会議（R５. 2. 2） ：課題整理（ウェルネス・エネルギー）

第５回検討会議（R５. 3. ） ：SWOT分析による方針検討（WS）

☞

モビリティ
（快適な交通環境）

行きたい場所に
快適に移動できる

エネルギー
（クリーン×安心）

暮らしの満足度を
下げずに省CO2、
省エネを実現する

コミュニティ
（暮らしの充実）

まちに賑わいを生
み、地域への愛着

を高める

ウェルネス
（健康長寿の促進）

日常生活の中で
健康を維持できる

まちづくりの
４つの視点

現状・課題
（例）

あるべき姿
（例）

・買い物、病院難民
・交通事故の頻発

・環境汚染・CO2
・災害時のエネ不足

・まちの活力衰退
・住民の孤立

・住民の運動不足
・受診が困難

・移動手段の多様化
・交通の安全性向上

・脱炭素社会の実現
・災害時の安心安全

・まちの賑わい
・住民・訪問者の交流

・住民の健康維持
・受診が容易に
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（１）第2回検討会議・ワークショップの振り返り
〇まちづくりの４つの視点



（１）第2回検討会議・ワークショップの振り返り

5

（１）第2回検討会議・ワークショップの振り返り
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（１）第2回検討会議・ワークショップの振り返り

子供との交流

交流のプラットフォーム

若い人・世代の交流

イベントを使う
関係づくり

災害時に助け合い
高齢者×学生×世帯
（独居）

大谷人ならではの
１ 村１ 学１寺
を大事に

スルガ区
もりあげ隊を
やってみよう

事業地区の回りの
資源を大事にして
ネットワー化

居場所
★チャレンジショップ

対面 ・ 拠点

だれもがふらっと寄
れる。長居したい

長居したいと思え
るような

知ったり気づいた
ことを伝え合う場
づくり
たまり場・居場所

地域の人と転入した人
が気軽に集える場

集まる場所、方法を
どうする？

行ってみたら誰か
が居る

公民館の改築
拠点を作ってイベ
ントを開催

子どもを思い切って
まんなかに据える

子どもたちのたま
り場になっている

こどもの居場所

☺ だかしやさん

自治体×学生
（地域住民）
コラボレーション
最大の価値

大学をうまく使う

人が少なくなって
祭りがなくなる。
継承が大事

コロナでイベント
が終ってしまった

若い人との交
流！

昔からの行事を
大切に体験して
もらう

新しく入って来た人
がどう考えている
若い人の力を借りた
い！

500人の中、1/4が高
齢者
→人との交流が大事

ソーシャルファシ
リテーターの育成

様々な立場の人が交流
できる駅のような場

顔の見える関係性

安心できるルールが
定められている

プラットフォーム

コミュニティ
フリッジ

Feel Walk

シェア経済

まちづくりより
地域づくり

農業祭
まつりの開催で
人を集める

様々にな人が集まるイベント
と と２次会祭 ひなん訓練

「農」を通じた関係づくり

地域の資源を大切に
大谷人を知る！

今ある地域のよ
さを知る気づく
まち歩き

こどもまんなか
レジリエンス(災害時とか)
コラボレーション(立場の違う)
→まず知り合う特に若者と地元の人 運動会
人とつながる仕組みづくり
(農、祭り、だがし屋→楽しさ)
オリジナリティ(大谷・小鹿の人、行事など)を
再発見&意味の共創
拠点(シンボル的な)自治会の事務所など
アップデート→伝統うのポジティブ継承

共創

新しい人とのつながり
顔の見える関係 孤独 身近な社会
高齢者 子ども 若者 社会人憩い

■コラボレーション
たまり場 ふらっと 無目的性

■オリジナリティの発掘とアップデート・共創
今ある社会資源を●●●● 震災とか
コロナ ←チャンス
シェアリングエコノミー

大学
子ども

強
い
関
連

コミュニティ（暮らしの充実）

グループmember

・学識 …1名
・自治会代表者 …2名
・企業等 …1名
・組合等 …0名
・学生 …2名
・その他 …1名
・行政 …1名
・ファシリテーター …1名

合計 9名
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（１）第2回検討会議・ワークショップの振り返り

コミュバスあるけ
ど、高齢者には不
便・アクセス

静岡駅周辺エリア
への交通手段（バ
ス 自家用車）
→高齢化対応など

スマートIC付近のモ
ビリティポート検討
（次世代型交通の実
証等）

静岡駅に集中しす
ぎている（交通バ
スなど）

道路がせまい

大谷から静岡駅ま
で時間がかかりす
ぎる

電車へのアクセス
方法が限られてい
る

家庭における2台目
の車の利用

進出企業の地域へ
の取り込み

人口増を目指す

にぎわい

交通手段
(バスの路線の見直
し)

物流における運搬
人材不足

災害の強いまちづ
くり

地区の特色がわか
らない

歩道整備が遅れて
いて歩きにくい

移動手段が車(バイ
ク・自転車含む)に
限られている

高れい化が進んで
運転が心配

地域内の方が
どこに行きたいか
わからない

買い物しずらい

歩行者のための安
全な道路

自転車等との分離

ハード整備と一緒
にソフトも一緒に
検討

自動運転をするの
であれば対応した
道を！！

移動しやすい歩道
の整備

時間にとらわれな
い公共交通

高齢者にも乗りや
すい対応したのり
もの

移動販売

バス以外に
乗り合いタクシー等

多様な交通手段

課
題

解
決
す
る
た
め
に

モビリティ（快適な移動環境）

グループmember

・学識 …1名
・自治会代表者 …1名
・企業等 …4名
・組合等 …2名
・学生 …0名
・その他 …0名
・行政 …0名
・ファシリテーター …1名

合計 9名
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（１）第2回検討会議・ワークショップの振り返り

防犯

歩く場を知らせる
美容

食

空間の課題

コミュニティ

ソフト対策

健康意識をつくる

外出の機会づくり
まち 海

大目標
健康な大谷・小鹿モデル
を発信！

ひとりで歩くのが
嫌、不安

ウォーキングユース
ウォーキングマップ
がない

歩くコースが
わからない。

「歩く」ことが健康に
つながるということは
知っているけれどおっ
くうになってしまう

ペットと歩いているけ
れど「運動」とはいえ
ない

すれ違うときに
会話やあいさつが
できるような関係性
があると楽しい。
幸せポイントたまる

地域交流会の実施
（参加協力できる事

外に出ることを考えたとき
に段差や坂などがあるから
「別に用もないしやめと
こ」という気持ちになる

歩行空間が整備されて
いない（道がせまい）
（自転車）

自転車専用通路と分
かれてきているが元
の道幅が広がってい
ないので実質変わっ
ていない

交通量が多くなった
暗いところも多い

歩く （連続空間）
河川敷の再整備
(ウォーキング
コース)
(サイクリング
コース)

整体で歩き方教
えてもらった

↓
歩くのすごい！
整体は身近！っ
てなればいいな
と思った

×歩 美

歩く×食べる

歩けば歩くほどマイルがたまってポ
イントになるアプリ入れてから「あ
ともう少し歩こう！」が増えた

家と職場の移動が多い

健康に対する意識が低
い

どんな風に歩いていい
か分からない

そもそも
歩くことが嫌だった

足が悪いため歩き方が
わからない

夏 暑くて 冬
寒いからいつ散
歩しよう…を考
えているうちに
１日終わる。

高齢者、一人暮ら
しの取組

高齢者男性の取組
（外出機会つく
る）

リモートで歩かな
くなった（コロ
ナ）

ウォーキングのみ
を主目的としない
コースの整備

商店街との連携

気軽に行ける
フィットネスジム
温浴施設

海岸沿い(R150
沿)の道の周囲
のにぎわい作り
により「歩こ
う」と思わせる
街づくりをする

港の活用

ウェルネス（健康長寿の促進）

グループmember

・学識 …0名
・自治会代表者 …1名
・企業等 …2名
・組合等 …1名
・学生 …1名
・その他 …1名
・行政 …1名
・ファシリテーター …1名

合計 8名
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（１）第2回検討会議・ワークショップの振り返り
取り組み マインド

エネルギーコスト・インフラ 地域の自然資源を
活用する

他分野との関係
交通環境との関係

脱炭素は大きな課題
これに取り組む
先進モデルになれる
と良い

電力が余るところ
があれば必要なと
ころに供給する

自給できること
→分配できること

電力不足が続いて
いる…
まちとしてエネル
ギーを生む

太陽光発電と蓄電
は必要

新しく開発するこ
との独自性

目指すべき先進的
なモデルとは？？

大谷・小鹿知地区が
”クリーンなまち”の
リーダーシップをとれ
るような「提案型」の
町づくりをしてほしい

地域住民への供給

建築含めて
省エネ
創エネ
有効利用→需要を埋める

融通が大切

に加えて

災害対応

外部に依存しない
自立したしくみ

治水対策の大谷川
深さもあり、何か活
用できないか

ライフラインの整備
虫くい

足元の電気料金
高騰に対する対策

建築時
使用エネルギー

電気が高い
電気不足

生活者(従業員、住民
等)の意識変革地域・町の人々の声

夏や冬の各戸のエ
ネルギー利用を抑
えることが必要

エネルギー問題との向き合い
方、事業性

クリーンなエネルギー
を理解する。
クリーン＝太陽光だけ
ではないのでは…

技術活溌
マインド醸成

エネルギー
成熟？

富士見台1丁目内に南北に
通ずる道路の交通量が明ら
かに増えており事故もあり
安全面に不安を感じている

恩田原の取り組み
との連携

パルクル（レンタ
ル自転車）のさら
なる周知車 減

スマートインター
があり、車の流量
が多いのでは
（排気ガスの問
題）

自動車に頼らず
移動する環境をつくる

緑地（農地を含む）
を維持、管理したい 農業、自然環境とかけ

あわせされた省エネ、
クリーンエネルギー有
効活用にできないか？

津波？

エネルギー（クリーン×安心）

グループmember

・学識 …1名
・自治会代表者 …1名
・企業等 …4名
・組合等 …2名
・学生 …1名
・その他 …0名
・行政 …0名
・ファシリテーター …1名

合計 10名

10



（２）視点ごとの課題整理 コミュニティ（暮らしの充実）

WSでのご意見
解決すべき課題

分類 主なご意見

ア 空間・場所

・★チャレンジショップ 対面・拠点
・だれもがふらっと寄れる、長居したいと思えるような
・知ったり気付いたことを伝え合う場づくり たまり場・居場所
・地域の人と転入した人が気軽に集える場
・行ってみたら誰かが居る
・拠点（シンボル的な）自治会の事務所など

・交流拠点となる物理的な場所、空間の確保
・既存の建物、公共空間

イ
交流・連携のためのプラット
フォーム
（組織、手段）

・ソーシャルファシリテーターの育成
・顔の見える関係性
・安心できるルールが定められている
・まちづくりより地域づくり
・自治体×学生（地域住民）コラボレーション 最大の価値
・新しく来た人がどう考えている 若い人の力を借りたい!
・500人の中、1/4が高齢者 →人との交流が大事
・子どもを思い切ってまんなかに据える
・「農」を通じた関係づくり

・まちづくり関係者の意見、情報交換を行う会議体
・まちづくりを主体的に担う組織の形成

・住民、来訪者、学生、企業、子どもなどの多様な主体が
日常的に交流を持てる機会や場所の確保

ウ イベント

・コロナでイベントが終わってしまった
・様々な人が集まるイベント 祭と避難訓練と2次会
・農業祭 まつりの開催で人を集める
・まず知り合う 特に若者と地元の人 運動会
・公民館の改築 拠点を作ってイベントを開催

・交流の最たる機会となるイベントの定期的な開催によ
る賑わい創出

エ 地域資源

・昔からの行事を大切に体験してもらう
・人が少なくなって祭りがなくなる。継承が大事
・大谷人ならではの 村 学 寺 を大事に
・大谷人を知る!
・今ある地域のよさを知る気づくまち歩き
・事業地区のまわりの資源を大事にしてネットワーク化
・オリジナリティ（大谷・小鹿の人、行事）を再発見＆意味の共創

・歴史、文化、伝統、祭事、行事や史跡、寺など、地区が有
する資源を改めて理解し、発信、継承

・新たな地域資源となる地区独自の魅力発掘

オ 安心・安全
・災害時に助け合い 高齢者×学生×世帯（独居）
・コミュニティフリッジ

・互いに助け合い、地区全体で暮らしの質を高める

カ 新しい価値観・くらし
・震災とかコロナ ←チャンス
・シェアリングエコノミー

・コロナ禍、デジタル化等による暮らしの変化への対応

1．交流拠点となる場の創出

2．交流プラットフォームの構築

3．多様な主体の交流機会の創出（日常）

４．多様な主体の交流機会の創出（イベント）

５．地域資源の有効活用・継承

６．新たな地域資源の発掘

７.安全・便利・快適な生活環境の実現

８.新しい日常への適応
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（２）視点ごとの課題整理 モビリティ（快適な移動環境）

WSでのご意見
解決すべき課題

分類 主なご意見

ア
移動環境
（歩行者・自転車）

・歩道整備が遅れていて歩きにくい
・道路がせまい
・歩行者のための安全な道路
・自転車等との分離
・移動しやすい歩道の整備

・歩行者・自転車にとって移動しやすい空間の整備
・歩道の広さ、平坦性など

イ
移動手段
（近距離移動）

・スマートIC付近のモビリティポート検討（次世代交通の実証）
・買い物しづらい

・住民の近隣移動や来訪者の地区内移動の手段確保

ウ
移動手段
（公共交通・多様な交通）

・交通手段（バスの路線の見直し）
・コミュバスあるけど、高齢者には不便・アクセス
・静岡駅周辺にエリアへの交通手段→高齢対応など
・静岡駅に集中しすぎている
・大谷から静岡駅まで時間がかかりすぎる
・電車へのアクセス方法が限られている
・移動手段が車に限られている
・時間にとらわれない公共交通
・バス以外に乗り合いタクシー等
・高齢者にものりやすい対応した乗り物
・多様な交通手段

・鉄道、バス、タクシー等、既存の公共交通の利便性向上

・既存の移動手段を組み合わせて活用
・移動手段の多様化への対応

オ
移動手段
（自動車）

・家庭における2台目の車の利用
・高齢化が進んで運転が心配
・自動運転をするのであれば対応した道を!!

・過度な自動車利用を避け、自動車利用を適正化する

・自動運転技術に対応した道路、施設の整備

カ 移動ニーズの把握
・地域内の方がどこに行きたいかわからない
・地区の特色がわからない
・ハード整備と一緒にソフトも一緒に検討

・交通系情報基盤（既存データ）を活用した移動ニーズの
把握、データ活用

キ 物流
・物流における運搬人材不足
・移動販売 ・新たな物流システムの構築

・移動販売等、地区内物流の集約化

1．移動の安全性・快適性向上（歩行者・自転車）

2．近距離移動の利便性向上

3．公共交通の利便性向上

4．多様な移動手段の効果的な活用

５．自動車利用の適正化

６．自動運転技術への対応

７．地区周辺移動の把握

８．物流の効率化
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（２）視点ごとの課題整理
WSでのご意見

解決すべき課題
分類 主なご意見

ア
歩行空間
×モビリティ

・外に出ることを考えたときに段差や坂などがあるから「別に
用もないしやめとこ」という気持ちになる
・歩行空間が整備されていない（道がせまい）（自転車）
・自転車専用通路と分かれてきているが元の道幅が広がって
いないので実質変わっていない
・河川敷の再整備（ウォーキングコース）（サイクリングコース）
・交通量が多くなった、暗いところも多い

・歩行者・自転車にとって移動しやすい空間の整備
・歩道の広さ、平坦性などの確保

※「モビリティ」と共通

イ 歩く仕掛け（ソフト）

・ウォーキングコース、ウォーキングマップがない
・歩くコースがわからない
・歩く×食べる、歩く×美の組み合わせ
・歩けば歩くほどマイルがたまってポイントになるアプリ入れて
から「あともう少し歩こう！」が増えた

・歩く、走る、スポーツ等を促す仕掛けをつくる
・歩行促進ツール（ウォーキングコース、マップ、アプリ
等）の作成、展開

ウ 歩く仕掛け（目的地）

・ウォーキングのみを主目的としないコースの整備
・商店街との連携
・気軽に行ける、フィットネスジム、温浴施設
・海岸沿い（R150沿）の道の周囲のにぎわい作りにより「歩こ
う」と思わせる街づくりをする

・魅力的な公共空間の整備や施設の誘致
・景観への配慮
・充実したサービス提供のための運営体制の構築

エ マインド

・「歩く」ことが健康につながるということは知っているけれど
おっくうになってしまう
・ひとりで歩くのが嫌、不安
・健康に対する意識が低い
・夏暑くて冬寒いからいつ散歩しよう…を考えているうちに１
日が終わる

・リモートで歩かなくなった（コロナ）
・整体で歩き方教えてもらった→歩くのすごい!整体は身近!っ
てなればいいなと思った

・歩き、健康に関する意識、意欲や知識の向上を図り、個
人での運動習慣構築に取り組む
・歩き、健康に関する学びの機会をつくる

オ
歩きによる交流
×コミュニティ

・すれ違うときに会話やあいさつができるような関係性がある
と楽しい。

・地域交流会の実施（参加協力できる事）
・高齢者、一人暮らしの取組

・個々人の健康維持のため、地区単位での取り組み
・健康活動団体等をつくり、交流を図る

カ 医療 （関連する意見なし）
・医療機関や福祉機関と連携し、病気等を予防
・医療へのアクセス性向上等

1．移動の安全性・快適性向上（歩行者・自転車）

ウェルネス（健康長寿の促進）

２．歩き、健康維持の動機づくり

３．目的地となる魅力あるまちづくり

４．歩き、健康に関する意識・意欲向上

５．歩き、健康維持を通じた交流拡大

６．医療・福祉との連携
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（２）視点ごとの課題整理
WSでのご意見

解決すべき課題
分類 主なご意見

ア 脱炭素

・脱炭素は大きな課題、これに取り組む先進モデルになれると
良い
・大谷・小鹿地区が“クリーンなまち”のリーダーシップをとれる
ような「提案型」のまちづくりをしてほしい

・脱炭素を先行的に取組む地区としての発信、意識共有
・脱炭素社会実現に向けて、他都市のモデルとなるよう
な先進的な取組を行う

イ 既存資源の有効活用

・緑地（農地を含む）を維持、管理したい
・農業、自然環境と掛け合わされた省エネ、クリーンエネルギー
有効活用にできないか？ 緑地（農地を含む）の維持・管理
・治水対策の大谷川 深さもあり、何か活用できないか

・既存の緑地や農地等の保全
・既存の河川、農産物等を活用した取組み
・クリーンエネルギーの活用等

ウ
エネルギーの効率化
・有効利用

・電力が余るところがあれば必要なところに供給する
・自給できること→分配できること
・電力不足が続いている…まちとしてエネルギーを生む
・太陽光発電と蓄電は必要
・地域住民への供給
・外部に依存しない自立したしくみ
・恩田原の取組との連携

・地区で自立した効率的なエネルギーシステムの構築
・恩田原・片山地区の取組の水平展開等

エ 安心・安全
・災害対応
・津波への対応
・ライフラインの整備が虫くい

・災害に備えた設備やシステムの構築
・強靭なライフラインの整備
・余剰電力の災害時利用

オ 電気、エネルギーへの意識

・足元の電気料金高騰に対する対策
・電気が高い、電気不足
・夏や冬の各戸のエネルギー利用を抑えることが必要
・生活者（従業員、住民等）の意識改革
・エネルギー問題との向き合い方、事業性

・個人での消費電力抑制
・省エネ意識の醸成

カ
自動車依存からの脱却
（環境負荷低減）
×モビリティ

・スマートインターがあり、車の流量が多いのでは（排気ガスの
問題）

・自動車に頼らず移動する環境をつくる
・パルクル（レンタル自転車）のさらなる周知

・過度に自動車に依存しない移動環境整備
・エネルギーの融通によるモビリティとの連携
・環境負荷の低減へと繋げる

1．脱炭素社会実現への取組

３．地区内での電力の自給自足

４．災害対応力の強化

エネルギー（クリーン×安心）

2．既存の自然資源の保全・活用

５．個人単位での電力消費の低減（省エネ）
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６．自動車以外の移動手段の充実


